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1. はじめに 
医療における患者の診断に関する記録は，⼀般的にカルテ

が⽤いられる．カルテを⽤いた診療記録は従来の紙の媒体か
ら電⼦カルテを利⽤したデジタル⽅式に移⾏している. 電
⼦カルテは，従来の⽅式と⽐較して情報の活⽤や共有が容易
となるため医療従事者は多くの恩恵を受ける.  

しかし，カルテをデジタル化しただけでは，従来のカルテ
と同様に最適な情報選択が難しいという課題を解消できな
い. 救急外来のような診療では，専⾨医が患者を診療するま
でに，⾮専⾨医である当直の医師が事前の診療を実施する．
患者が急性的な病態の場合，⾮専⾨医はカルテの情報と少な
い所⾒から，迅速かつ適切な処置の意思決定を迫られる. ま
た，病歴の多い患者は，診療録に記されている情報の量が膨
⼤となるため⾮専⾨医の情報選択をさらに困難にする. こ
れに加えて，診療録の主観的情報は曖昧性が強いことがあり，
客観的情報と統括して診療に活⽤することが難しい[1]. こ
のような診療録の課題が診断漏れを引き起こす可能性もあ
るため，診療録の情報を医学的な根拠に基づいて整理し⾮専
⾨医の意思決定を⽀援するシステムが求められる. 

電⼦カルテを⽤いた診断⽀援に関する研究が進んでいる.
先⾏研究[2][3]は，電⼦カルテから構築した⼤規模⾔語モデ
ルで診断予測を検証し，医学のドメイン知識をテキスト埋め
込みで表現した. 先⾏研究[4]は電⼦カルテに含まれる臨床
テキストの意味的類似性をTransformer により予測している. 

 しかし，これらの研究は，電⼦カルテの情報構造を考慮
せずにテキストを扱っている. 電⼦カルテの診療録に含ま
れる検査結果や医師の所⾒等の客観的情報と，患者の訴える
主観的情報を効果的に組み合わせて扱うことで，より強⼒な
⼤規模⾔語モデルを構築することができると考える. 加え
てこれらの研究は診断予測や医学知識の表現に成功してい
るが，実際に開発したモデルを利⽤する臨床医の意思決定を
補助するような診断⽀援については⾔及していない. 

 本研究では，⾮専⾨医の意思決定を⽀援するために電⼦
カルテの診療録情報を整理する. 提案⼿法は診療録に含ま
れる主観的情報と客観的情報を各疾病特有の症状を⽰した
医療辞典のテキストと紐づける. さらに紐付いている情報
から，疾病ごとに所属確率のスコアを算出することで，患者
が罹患している可能性のある疾病候補を⾮専⾨医に提⽰す
る. 

2. 診療録の解析 
2.1.  SOAP 
  現在の診療録は医療従事者間で共有するため，⼀般的に
SOAP という構造化された記録形式で記録される. SOAP は
主観的情報，客観的情報，評価，計画から構成されおり，約
50年前にラリーウィードによって理論化された[5]. 

主観的情報は主に主訴，病歴，経歴から構成され，患者ま
たは患者に近い⼈からの報告内容である. 客観的情報は主
に検査結果，他の臨床医の評価から構成され，医師が患者と
の診断から得た情報である. 評価は，これらの主観的情報と
客観的情報を統合した問題の分析結果に基づいた記録であ
る. 計画は治療計画や他の臨床医との相談の必要性に⾔及
した記録である[6]. 
本研究では，診療録における主観的情報と客観的情報と，
疾病やそれに対する医療処置等の疾病特有症状をまとめた
医療辞典の情報を紐づける.  
 

2.2.  テキスト埋め込み 
本研究では診療録に記載されている主観的情報と客観的

情報のテキストに対する埋め込み表現によってテキストを
ベクトル化する. これにより単語や⽂章などのデータの意
味や関係性を数値的に表現し，解釈することができる. また，
⽂書内のテキストを多次元空間に存在するベクトルで表す
ことで，似た意味を持つ⽂章が近くに存在することを確認で
きるため，これらをクラスター化して分析することができる. 

埋め込みには単語をベクトル表現する⽅法と⽂章をベク
トル表現する⽅法がある. どちらもベクトル表現したテキ
スト同⼠の意味的類似度を計算することが可能である[7]．
本研究においては診療録の⽂章と医療辞典内の⽂章との類
似度を算出するために最適な埋め込み法を選択する. 

 
3. 診療録の紐付けと情報整理 
本研究では，診療録に記録される主観的情報と客観的情報

を含んだテキストと医療辞典内の疾病特有の症状を⽰すテ
キストとの多次元空間表現による意味的類似度から，各疾病
に対して患者が罹患している可能性を⽰す所属確率を算出
する. さらに患者が罹患している可能性のある疾病を，所属
確率を基準にソートして提⽰することで，⾮専⾨医による最
適な評価と計画を⽀援する. 図 1 に提案⼿法の概要図を⽰す． 
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図 1：⼿法概要図 

 
3.1. 主観的情報と客観的情報 
本研究では，診療録に記される主観的情報と客観的情報の

テキストを利⽤する. 診療録の基本的な順番として，主観的
情報の後に客観的情報を記すことが⼀般的だが，現状のすべ
ての診療録は必ずしもこの順番が守られているとは限らな
い. そのため診療録内の記載項⽬名から主観的情報と客観
的情報のテキストを分類抽出する必要がある. 分類された
主観的情報と客観的情報を⽂章埋め込みによって多次元空
間のベクトルに変換する. 

主観的情報は患者⾃⾝の表現や⾃⼰報告であるため曖昧
性が⾼いが，疾病を推定するために有益な情報が含まれてい
る可能性がある. そのため本研究では主観的情報と客観的
情報を適切な⼿法で組み合わせて特徴量テキストとして利
⽤する． 
 

3.2.  医療辞典 
本研究では，主観的情報と客観的情報に含まれる情報から
罹患している可能性のある疾病の候補を推定するために医
療辞典を⽤いる. 医療辞典は各疾病特有の症状，検査値，治
療⽅法等を詳細にまとめているテキスト形式のデータセッ
トである.本研究では，医療辞典を正確なルールベースとし
て利⽤する. 
 

3.3.  診療録と医療辞典の紐付け 
⾃然⾔語処理を⽤いて主観的情報と客観的情報に現れる

テキストと類似度の⾼い医療辞典に含まれるテキストを紐
づける. 意味が似ているテキストは同じ疾病を表現するテ
キストである可能性が⾼いため，埋め込みにより⾼次元空間
でテキストの意味をベクトルとして表現する. ⽂書内のテ
キストを⽐較することで，似た意味を持つテキストは近くの
⽅向および位置座標に存在することを確認できる. またベ
クトル同⼠のコサイン類似度を求めることで，数値によるテ
キストの紐付けが可能となる. 
本研究では 3.1節で述べた主観的情報と客観的情報の適切

な組み合わせを基にテキストを紐づける. 客観的情報のみ
では当てはまる疾病の候補が多く，いずれの候補も同等の所
属確率を持つことが考えられる. そのため主観的もしくは
客観的いずれかの情報を，類似度を計算する際の重みとして
⽤いることで，より詳細に所属確率を算出することができる
と考える. 
 

3.4.  診療録の整理 
3.3 節では主観的情報と客観的情報のテキストと病名辞書
内のテキストを紐づけた結果が得られる. 医療辞典内の各
疾患特有の症状を⽰すテキストに紐づけられた，診療録内の
テキストの個数や信頼度を基準として，患者が罹患している
可能性の⾼い疾病の候補を推定する. 医療においては疾病
を検出する適合率よりも再現率が⾼い診断が求められるた
め，診断漏れが発⽣しないように，僅かでも可能性のある疾

病を候補として⾮専⾨医に提⽰することで診断を⽀援する. 
また，候補となった疾病に対する必要な治療⽅法や検査⽅
法を医療辞典から抽出し，疾病の候補とともに提⽰すること
で⾮専⾨医の意思決定を補助する.  
 

4. おわりに 
本研究では⾮専⾨医の診断を補助にするために，診療録を

⽤いた診断⽀援⼿法を提案した. 提案⼿法は診療録の主観
的情報と客観的情報のテキストと医療辞典の疾病特有の症
状を⽰したテキストを埋め込みにより多次元空間上にベク
トルとして表現する. これらのテキストベクトルに対して
類似度の⾼いテキストのペアを紐づける. また紐づけられ
たテキストを，患者が罹患している可能性のある疾病の候補
として所属確率を基準に整理する. 
本研究で提案した⼿法は診断漏れを防ぎ，⾮専⾨医が迅速

でかつ適切な治療計画を患者に施すことができると期待さ
れる. 今後は，診療録のデータと最適な病名辞書を調査し，
実験を通じて本⼿法の有効性を検証していく． 
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